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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

(1) 育成経過 

 「夢の香」は福島県農業試験場において、「五百万石」に替わる良質な酒造好適米品種を育成する目的

で、1991年、「八反錦１号」を母、「山形酒49号」（のちの「出羽燦々」）を父として人工交配し、育成された品

種である。 

(2) 特性概要 

 出穂、成熟期は「五百万石」よりやや遅い“中生の早”である。稈長、穂長は「五百万石」より短く、穂数は

やや多い。草型は“穂重型”である。いもち病真性抵抗性遺伝子は Pi-a と推定され、圃場抵抗性が葉いも

ち、穂いもちとも“中”である。耐冷性は「五百万石」よりやや優る“中”、耐倒伏性は“やや強”である。 

(3) 品質および酒造適性 

  玄米は千粒重が「五百万石」並の大粒で、心白の発現が良好で外見上の品質は「五百万石」より優る。醸

造適性は「五百万石」より吸水性が早い、砕米が少ないなど、原料処理がしやすい。また、製成酒は味、香

味とも良好で、総合的に「五百万石」を上回る酒質である。 

 

 ２ 期待される効果 

酒造好適米の生産安定化 

 

 ３ 適応範囲 

「五百万石」作付け地帯 

 

 ４ 普及上の留意点 

(1) 「五百万石」に比べ、強稈であるが穂発芽しやすいので、倒伏を招くような極端な多肥栽培は避ける。 

(2) いもち病の抵抗性は強くないので、適期防除に努める。  

 

Ⅱ 具体的データ等 



 

注1) 育成地は生産力検定本調査、そのほかは奨励品種決定基本調

査標肥区。 
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